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表現運動系領域は「創造的な学習」という特徴があることから、学習課題は一単位時間を通して一つ設

定して解決していくというよりは、「表現をもっと楽しむためにどうするか」を繰り返し見いだしていく

ものであると考える。（子供によっては、継続して一つの学習課題を設定する場合も想定される。） 

 

【課題設定のイメージ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習課題が移り変わっていくことで、楽しさが深まっていく。 

 

 

 

 

 

小学校学習指導要領解説 体育編 ４ 各領域の内容 （１）運動領域の内容 
カ 表現運動系 
自己の心身を解き放して、イメージやリズムの世界に没入してなりきって踊ったり、互いのよさを生
かし合って仲間と交流して踊ったりする楽しさや喜びを味わうことのできる運動である。 
「表現」と「リズムダンス」は、内容は異なるものの、学習の進め方としては、いずれも自由に動き
を工夫して楽しむ創造的な学習で進められるところに共通の特徴がある。 

今の自分 

表現をさらに楽しむ自分 

全身で大げさに 

踊る 

表現運動に 

進んで取り組む 

速さに変化を 

つけてメリハリを

つけて踊る 

友達のよい動きを

取り入れる 

１ 

学習課題の捉え 



 

 

【子供が見いだすことが想定される学習課題】 

知識及び技能に関する 

学習課題 

思考力、判断力、表現力等に関する 

学習課題 

学びに向かう力、人間性等に関する 

学習課題 

○イメージにふさわしい動きで

踊る。 

○全身で大げさに踊る。 

○メリハリをつけて踊る。 

○最後まで踊り続ける。 

 

※以上の学習課題を解決するた

めの４つの工夫の観点 

 ・動き ・リズム 

・空間 ・関わり 

○よりよくしたいところを選

ぶ。 

○友達のよい動きを取り入れて

踊る。 

○友達が工夫したよいところを

伝える。 

○表現に進んで取り組む。 

○誰とでも仲よくする。 

○友達の考えを認める。 

○友達とぶつからないようにす

る。 

 

 

【学習段階で想定される学習課題】 

 知識及び技能に関する 

学習課題 

思考力、判断力、表現力等に関する 

学習課題 

学びに向かう力、人間性等に関する 

学習課題 

運
動
と
の
出
会
い 

  

○表現に進んで取り組む。 

○誰とでも仲よくする。 

○友達とぶつからないようにす

る。 

習
得
・
活
用 

○イメージにふさわしい動

きで踊る。 

○全身で大げさに踊る。 

○メリハリをつけて踊る。 

○最後まで踊り続ける。 

○よりよくしたいところを選

ぶ。 

○友達のよい動きを取り入れ

て踊る。 

○友達の考えを認める。 

探
究 

○イメージにふさわしい動

きで踊る。 

○全身で大げさに踊る。 

○メリハリをつけて踊る。 

○よりよくしたいところを選

ぶ。 

○友達のよい動きを取り入れ

て踊る。 

○友達が工夫したよいところ

を伝える。 

 

２ 



 

 

 

 

【単元の目標】 

 

【単元の評価規準】 
 

観点 単元の評価規準 学習活動に即した評価規準 

知識 

技能 

表現の行い方を理解するとと

もに、表したい感じを表現し

ている。 

①表現運動の行い方について、話したり書いたりしている。 

②題材の主な特徴を捉え表したい感じをひと流れの動きで即

興的に踊ることができる。 

思考 

判断 

表現 

自己の能力に適した課題を見

付け、題材の特徴を捉えて踊

ったり交流の仕方を工夫し、

考えを友達に伝えたりしてい

る。 

①題材の特徴や動きのポイントを知り、自己に合った課題を

見付けている。 

②特徴を捉えた動きや変化のある動きなど、よかったところ

を友達に伝えていたり、自己の動きに取り入れたりしてい

る。 

主体的に学

習に取り組

む態度 

表現に進んで取り組もうと

し、誰とでも仲よく踊りなが

ら、友達の動きや考えを認め

たり、場の安全に気を付けた

りしている。 

①表したい感じやイメージを表現する運動に進んで取り組も

うとしている。 

②互いの動きや考えのよさを認め合おうとしている。 

③誰とでも仲よく踊ろうとしている。 

④運動する場の安全を確かめている。 

観点 目標 

知識・技能 表現の行い方を理解するとともに、表したい感じを表現することができるようにする。 

思考 

判断 

表現 

自己の能力に適した課題を見付け、題材の特徴を捉えた踊り方や交流の仕方を工夫すると

ともに、考えたことを友達に伝えることができるようにする。 

主体的に学

習に取り組

む態度 

表現に進んで取り組み、誰とでも仲よく踊ったり、友達の動きや考えを認めたり、場の安

全に気を付けたりすることができるようにする。 

中学年 表現運動「オーバーな１日」 

３ 



 

 

【指導と評価の計画（６時間）】 

 

時 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

段階 運動との出会い 習得・活用 探究 

学
習
内
容
・
活
動 

 
 
 

 
みんなでやってみる 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
学習の見通しをもつ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

心と体をほぐす 
 

 
 

みんなでやってみる【習得】 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ひと流れの動きにして踊る【活用】 

 

 
 
 

 
ひと流れの動きにして踊る 

【探究】 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

評
価 

知
・
技 

  

 

 ①  

 

思
・
判
・
表 

  

 

①  
  

態
度 

 

 

 ①   

 

友達と関わりながら心と体をほぐす運動に取り組む。 

＜運動との出会い＞ 
イメージバスケッ
トで身近な生活の
中の出来事を出し
合う。 

＜みんなで 
やってみる＞ 

みんなで踊ってみ
る。教師が価値付
けたことをやって
みる。 

出し合ったイメー
ジを基に、第２時
からどのように取
り組むか考える。 

イメージバスケットでイメージを広げ、教師
のリードに合わせて踊る。いろいろなイメー
ジや教師が価値付けたことを自分もやってみ
る。 

イメージスライドを使って、いろいろな「オー
バーな１日」をひと流れの動きにして踊る。 

これまでに踊った 

小テーマの中から 

複数選び、 

「オーバーな１日」を 

もっと楽しむ。 

小テーマ 
「家庭編」 

（例１） 
洗濯物 

（例２） 
ゲーム 

小テーマ 
「学校編」 

（例１） 
そうじ 

（例２） 
ドッジボール 

小テーマ 
「休日編」 

（例１） 

ジェット 
コースター 
（例２） 

サッカー 

見通しをもつ 踊ってみる 

踊りを振り返る 

本時の振り返りをする。 

単元の振り返りをする。 

★跳ぶ、転が

る、ねじ

る、回る、

スローモー

ションなど

の変化をつ

けた動き。 

★対立した

り、対応し

たりする動

き。特徴を

捉えた大げ

さな動き。 

★集まる、離

れる、合わ

せて動く、

自由に動く

など、人数

を生かした

動き。 

経験させたい動き 

② 

② 

４ 

① 

② ① 

③ 

① 

① ④ 



 

 

 

【本時の重点目標】 

（態度）表したい感じやイメージを表現したりする運動に進んで取り組んでいる。  

（態度）運動する場の安全を確かめている。 

【本時の展開】 

時間 学習内容・活動 指導上の留意点 ☆評価 

５ 

１ 学習活動の確認  

◯単元の目標と学習の進め方を知る。 

 

 

 

○「いつでも、どこでも、だれとでも」「全身で」

踊ることが大切であることを伝える。 

 

 

１５ 

２ 心と体をほぐす 

 

 

 

 

♪「リビング・イン・カラー」TokyoDisneyResort 

♪「絶叫フロア」DisneyPIXAR「MONSTERS INC,」 

♪「モンスターズ・インク」DisneyPIXAR「MONSTERS INC,」 

 

〇リズムダンス 

・ソロやペアで踊る。 

・教師の動きに合わせた踊りをする。 

♪「Disney Mix曲」Disney 

 

〇心と体をほぐす運動の中から選択してもよい。 

○恥ずかしさや苦手意識をもっている児童には、

「先生の真似をしてみてね」と言って一緒に踊る

ことで表現運動の楽しさを味わうことができるよ

うにする。 

 

 

 

〇軽快なリズムの曲をかけるとともに、へそを弾ま 

せる踊りやリズムに変化をつけた踊りを取り上げ 

る。 

 ○実際に動いて示しながら一緒に踊る。 

 

 

３５ 

３ みんなでやってみる 

〇イメージバスケットでイメージを広げる。 

 

 

 

 

〇教師の言葉かけで「オーバーな１日に取り組む。 

 

 

 

 

 

 

○身近な生活の中の出来事を話し合い、それらを

「オ ーバー」に踊ることの見通しをもたせる。 

 

 

〇そのもののイメージや特徴に合った踊りになるよ

う声をかけ、できている子を称賛する。 

 

 

 

〇「大変だ！○○」と、急変する場面を入れ、オー 

バーに踊ることができるようにする。 

５ 

表現の楽しさを見付けて、学習の見通しをもとう。 

・スキップ＆ストップ ・体じゃんけん 

・窓拭き ・バランス崩し ・子取り鬼 

※２～３つ選んで行う。 

色々な方向に進もう！ストップ！！ 

しっかり動きを止めて！！ 

全身を使って動いてみよう！  

おへそを上下にしっかり動かそう！ 

大変だ！シャボン玉がはじけちゃった！！ 

しゃぼん玉 給食配膳 ゲーム 

書写 風呂そうじ 水族館 

シャボン玉ってどんな風に飛ぶのかな？ 

ゆっくりふわふわ動いていて 

シャボン玉が飛んでいるみたい！ 

本時の目標と展開①（１／６時間） 

 



 

 

先生の 真似をしてみてね！ 

先生と一緒に踊ろう！ 

 

 

 

〇恥ずかしさや苦手意識をもっている児童には、教

師の動きを真似したり、言ったことを動きにして

みたりするように伝え支援する。動きに少しでも

変容が見られたら称賛する。 

 

 

 

☆表したい感じやイメージを表現したりする運動に 

進んで取り組んでいる。（態度）【観察】  

☆運動する場の安全を確かめている。 

（態度）【観察】 

４０ 

４ クーリングダウン 

 

５ 学習の見通しをもつ 

〇第２時～第４時までどのように取り組んでいくか

みんなで考え、学習の見通しをもつ。 

 

 

 

〇本時の学習を振り返りながら、心と体を落ち着か

せられるようにする。 

 

〇第２時からどのような小テーマで踊るか、「家庭 

編」「学校編」「休日編」の３つに分け、学習の

見通しをもてるようにする。 

〇普段の生活では味わえない「オーバーな１日」を

考えて踊っていくことを伝える。 

４５ 

６ 振り返り  

〇第１時の感想を書く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○表現運動を楽しむために大切だと思ったことが記

入できるよう言葉かけをする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

家庭編 学校編 休日編 

６ 



 

 

 

１．相手と向かい合い、間に見えない窓があるようにイメー

ジし、窓を拭く動きをする窓。 

２．リーダーを決めて、もう一方のリーダーの動きに対応

し、まねをする。 

３．表現リズム遊びにつながるよう、低いところや高いとこ

ろを拭くようにしゃがんだり、跳んだり、場所を左右に

移動したりして拭くように言葉かけをする。 

 

 

１．太鼓のリズムでスキップ＆ストップ。 

２．太鼓をたたいた回数で仲間づくりをする。 

  （４回叩いたら４人組など） 

３．できたグループから座る。 

４．太鼓の音でまたスキップする。 

 

１．太鼓のリズムに合わせてスキップする。 

２．太鼓の合図で自分で考えた様々なポーズをして止まる。 

１と２を繰り返す。 

 

 

１．友だちと向かい合う。 

２．お互いにスローモーションでボールを投げ合うまねやボ

クシングのまねをする。 

３．ボールの大きさを想像したり、相手の動きに合わせて、

取り方を変化させたりすることで、様々なオーバーな動

きをすることができる。 

 

 
 

 

 

 

 

    

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

相手を見てよく動いているね！ 

相手の頭を色々な方向に動かしてみよう！ 

エアスポーツ 

仲間作り 

窓ふき 

スキップ＆ストップ 

いろいろなお友達と仲間づくりができているね！ 

よく太鼓の音を聞けているね！ 

おもしろいポーズだね！ 

ピタッとと止まれているね！ 

７ 

心と体をほぐす運動 



 

 

 

１．曲に合わせて２人で自由に踊る。 

２．向かい合って相手の動きに合わせて踊る。 

３．片手か両手を繋いで、２人で弾んで踊る。 

４．２人で近付いたり、離れたりして踊る。 

５．スキップして移動したり、ターンしたりする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

１．みんなで円形をつくり、向かい合って踊る。 

２．リーダーを交代制で設定し、リーダーは円の中心で 

即興的に踊る。 

３．周りはリーダーの動きをまねして踊る。 

〇弾む動きで即興的に踊る 

・頭・肩・腕・腰などを振る・揺らす 

・スキップで弾む 

・ねじる・回る・移動する   など 

♪「Dance」DNCE 

♪「Who’s da King」Blaze n Vill 

〇友達と調子を合わせて即興的に踊る 

・二人組で手をつないで移動する 

・他の二人組と関わる 

・二人組で手をつないでその場で回る  など 

♪「Crazy Party Night～ぱんぷきんの逆襲～」きゃりーぱみゅぱみゅ 

♪「Boogie Wonderland」Earth,Wind&Fire 上下左右、いろいろな方向に手を伸ばしているね！ 

♪「Pon De Floor」Major Lazer 

♪「唱」Ado 

真ん中の人がどんな動きで踊っているか見て！ 

○○さんを真ん中に入れて踊ってみよう！ 

リズムに合わせてへそを弾ませてみよう！ 

１．曲に合わせて１人で自由に踊る。 

２．よい動きを教師が取り上げ、みんなでまねしてみる。  

３．異なる動きで踊る子を取り上げ、次々に動きを変える。 

ソロダンス 

ペアダンス 

サークルダンス 

リズムダンス 

８ 



 

 

 

 

【本時の重点目標】 

（知・技）表現運動の行い方について話したり、書いたりすることができるようにする。  

（態度）誰とでも仲よく踊ることができるようにする。 

【本時の展開】 

時間 〇学習内容・活動 ♪音楽 ・指導上の留意点 ☆評価 

５ 

１ 学習活動の確認  

◯単元の目標と学習の進め方を確認する。 

 

 

〇前回の学習カードから良い児童を称賛し、全体で

共有する。 

・「いつでも、どこでも、だれとでも」「全身で」

踊ることが大切であることを伝える。 

 

 

 

１５ 

２ 心と体をほぐす 

○からだほぐしの運動 

 

 

♪Walk The Moon – Shut Up and Dance 

♪One direction – Live While We’re Young 

 

〇リズムダンス 

・教師の動きに合わせた踊りをする。 

・ソロやペアで踊る。 

♪ The Royel Concept – On Our Way 

 

 

 

 

 

 

・からだほぐしの運動の中から選択する。 

・恥ずかしさや苦手意識をもっている児童には声を

かけ、表現運動の楽しさを味わうことができるよ

うにする。 

 

 

 

・軽快なリズムの曲をかけるとともに、即興的に踊

ってみる。 

・「すばやく、スローモーション、ストップ」や

「友達と合わせる」など、変化や起伏のある動き

を意図的に経験できるよう言葉かけをする。 

 

 

 

２５ 

３ みんなでやってみる 

〇イメージバスケット「家庭編」 

・教師がイメージかるたを１枚選び、その題材の特

徴を子供から引き出し全体で共有する。 

 

 

 

 

 

（例１）オーバーに洗われ、干されるせんたく物 

（例２）オーバーにおいしく作ろう野菜いため 

（例３）オーバーにとけていく、にゅうよくざい 

 

〇みんなで踊ってみる 

・イメージバスケットで出し合った特徴を基に、教師の

言葉かけに合わせて踊る。 

・題材の変化する様子を実感できるようにする。 

 

 

 

・題材の主な特徴や感じを捉えていく。 

・実際にはあり得ないイメージを引き出す。 

・変化や連続のある動きが「ひと流れの動き」につ

ながることを押さえる。 

 

 

 

 

・テーマが「オーバーな１日」なので、「オーバー

に洗われ、干されるせんたく物」など、オーバー

に表現できる題材にする。 

 

・恥ずかしさや苦手意識をもっている児童には近く

に行き、教師の動きを真似するよう伝えて支援す

る。動きに少しでも変容が見られたら称賛する。 

 

 

 

表現をもっと楽しもう 

・スキップ＆ストップ ・体じゃんけん 
・窓拭き ・バランス崩し ・子取り鬼 

全身を使って動いているね！ 

相手に合わせて大きく動いてるね！ 

友達の動きに合わせて踊ってみよう！ 

ストップ！しっかり動きを止めて！！ 

洗濯物ってどんなイメージ？ 

どんな動きがある？ 

先生の 真似をしてみてね！ 

○○さんの動きを真似してみよう 

回る   干される 

９ 

本時の目標と展開②（２／６時間） 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇みんなでよい動きを見つける（動きの貯金箱） 

・どのような動きがあったか全体で共有し、動きの

貯金箱に動きを増やしていく。 

・最初と最後はポーズできめることで「ひと流れの

動き」を意識させる。 

・オーバー（大げさ）に動けている子を褒め、今後

も「オーバーに踊る」ことを価値付ける。 

・ただ回るだけではなく、水に濡れた感じを表すた

めにスローで回ったり、ぐにゃぐにゃと回った

り、質感や形状が変化している子を褒める。 

・内容に対して途切れることなく、連続して変化し

ている子を称賛する。 

☆誰とでも仲よく踊ろうとしている。 

（態度）【観察】 

・経験させたい動きである「跳ぶ」「転がる」「ね

じる」「回る」「スローモーション」などを取り

上げる。 

・オノマトペでもよいことを伝える。 

４０ 

４ ひと流れの動きにして踊る 

・イメージスライドを使って、いろいろな「オーバ

ーな１日」をひと流れの動きにして踊る。 

【学びのサイクル】 

 

 

 

 

 

 

【イメージスライド】 

・イメージスライドはランダムに題材が選択される

ので、その題材を即興的に踊る。 

・「見通しをもつ」では、題材の特徴、イメージや

表したい感じを捉える。 

・「踊ってみる」では、心と体を解放して、踊るこ

との楽しさや喜びを味わうようにする。 

・「踊りを振り返る」では、どんなところが楽しか

ったのか、よかったのか、どんなところが以前よ

り変わったのかをグループで話し合う。 

・動きの貯金箱は「見通しをもつ」「踊りを振り返

る」際に使用することを指導する。グループでど

のような変化や工夫を取り入れたか共有する。 

・「踊りを振り返る」と「見通しをもつ」は５０秒

～１分程度とし、「踊ってみる」は４０秒程度で

即興的に踊るようにする。 

４５ 

５ クーリングダウン 

 

６ 振り返り  

〇表現運動を楽しむために今日一番大事だと思った

ことを記入する。 

 

・本時の学習を振り返りながら、心と体を落ち着か

せられるようにする。 

・みんなで踊ってみる場面やひと流れの動きにして

踊る場面での活動、掲示物などを見て、表現運動

を楽しむために大切なことを考えられるようにす

る。 

☆表現運動の行い方について話したり、書いたりし

ている。（知・技）【観察・カード】 

※第2時～第４時の学習の流れは同じとする。第3時以降は題材を変え、重点目標に合わせて言葉かけを変える。(題

材ページを参照)  

 

  

激しく回ったり、ゆっくり回

ったりすることで水に濡れた

感じを表してるね！ 

干されたときはどんな感じに

なるかな。 

見通しをもつ 踊ってみる 

踊りを振り返る 

小テーマ「学校編」 

題材例「そうじ、ドッジボール など」 

【経験させたい動き】 

〇対立したり、対応したりする動き。 

〇特徴を捉えた大げさな動き。 

【評価の重点】 

知識・技能、思考・判断・表現 

ドッジボールのボールの大きさを変えてみよう！ 

相手の動きに合わせて動いてみよう！ 

第３時 

小テーマ「休日編」 

題材例（ジェットコースター、サッカー など） 

【経験させたい動き】 

〇集まる、離れる、合わせて動く、自由に動く。 

〇人数を生かした動き。 

【評価の重点】 

思考・判断・表現 

一人で表現するよりみんなで集まったり、

離れたりした方がよりオーバーだったね！ 

第４時 

洗濯機の中で大きく回ってい

るね！ 

１０ 



 

 

 

【イメージバスケット】 

「題材の特徴を捉える」という技能を身に付けるために、全体で知識やイメージを共有する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【みんなで踊ってみる】 

 言葉かけから捉えた「題材の特徴」に合わせて即興的に踊ることで、技能を身に付ける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「みんなでやってみる」（習得）の行い方＆ポイント 

１１ 

洗濯物ってどんなイメージ？  どんなことする？ 

 

   

・洗われる 

・グルグル回る 

・濡れた感じ 

・干される 

イメージに繋がるように、「グルグル」などの 

オノマトペを取り上げるのも効果的！ 

題材の特徴 身体的な(動き)の特徴 

教師が発問 
（シチュエーションや
イメージを与える） 

 
 

トン 
トン 
トン 

洗濯物が洗濯機の中に入ったよ。どうやって動く？ 

 
 

トトン！ 
見て！水に濡れた感じで重そうに回ったりしているよ！ 

称賛・動きの共有 

 
 

みんなも、水に濡れた感じを全身で表してみよう！ 

 

よい動きをまねすることで、習得につながる。 

 
トトン！  

さあ、今度は洗濯物が干されたよ！どうする？ 

どんな風に登 

教師が再度発問 

（シチュエーションを変える） 

 

※個別に称賛する際には、全体を止めずに言葉かけをする。 

 

〇〇さん、腕をびしっと伸ばして干された感じを表現しているね！ 

〇〇さんは、ガタガタと回って本物の洗濯機みたい！ 

・洗濯機の中に入れる
と濡れて重くなる。 

・回って干されるとだ

んだん乾いていく。 

※これらを繰り返すこと

で、味わわせたい動き

を経験させていく。 

 

素早くリズム太鼓を鳴らして、 

子供の動きをピタッと止めて注目させる 
 



 

 

【よい動きを書きためる】⇒「動きの貯金箱」 

「どんな動きを通して、何をどう表現できたか」を問いかけ、「動きの貯金箱」を使ってよい動きを共有する。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
〈動きの貯金箱の内容・デザイン〉 
・中・高学年では「４つの工夫（動き・リズム・空間・かかわり）」の表示を提示する。 

掲示物を活用することで「ひと流れの動きにして踊る」場面で、自分の踊りをよりよくしていくための
手助けになる。 

・掲示物に貼る貯金箱のカードは、観点ごとに整理して分けておくとよい。これにより、単元の後半にな
った際に、見通しをもつ場面で子供たちが「リズムの工夫と関わりの工夫を組み合わせてみよう。」と、
より活用しやすくなる。 

 

  

 

どんな動きをしたら、

上手に表現できた？ 

早く回るだけじゃなくて、ゆっくり回ることで 

水に濡れて回ってる洗濯物を表せたんだね！ 

★イメージバスケットで出てきたオノマトペ
を、どのような動きで表現したかおさえるこ
とで、イメージと動きがつながっていく。 

★「動き」そのものではなく、「動き」を通して
どんな「表現」ができたかを価値付ける。 カードに、出てきた動きを

書いて、掲示物に貼る。 

〇〇さん、ちょっとやってみて！ 
みんなも、まねしてやってみよう！ 

言葉だけでは「表現」が伝わりづらいこともあるので、やってみせると分かりやすい。 

→みんなでまねしてみるのも効果的 

  

チャリーン！！！！！ 

１２ 



 

 

 

 

小学校学習指導要領（平成29年告示）解説体育編の中で「第３学年及び第４学年の内容 F 表現運動」

には以下のように書かれている。 

知識及び技能 

(1) 次の運動の楽しさや喜びに触れ，その行い方を知るとともに，表したい感じを表現したりリズムに

乗ったりして踊ること。 

ア 表現では，身近な生活などの題材からその主な特徴を捉え，表したい感じをひと流れの動きで踊

ること。 

イ リズムダンスでは，軽快なリズムに乗って全身で踊ること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学びのサイクルを回し続けるためには、見通しをもつ段階で、一人一人が題材の特徴を捉えることが重

要と考えました。より多くの子供が生活の中で経験していることを題材にすることで、題材の特徴を捉

え、表したい感じが広げやすくなると考え、「１日の生活」を題材に選んでいる。「身近な生活などの題

材」の中の「具体的な生活からの題材」に当てはまるものである。 

単元の前半では、毎時間異なる小テーマ（家庭編、学校編、休日編）からイメージを広げ、誇張したり

変化を付けたりしてメリハリ（緩急・強弱）のあるひと流れの動きにして即興的に踊る。単元後半では、

前半で経験した中から表したいイメージを選んだり組み合わせたりしてひと流れの動きにして即興的に踊

る。 

小テーマ 家庭編 学校編 休日編 

イメージ

例 
ゲーム 

 

ドッジボール 

 

ジェットコースター 

 

中学年表現の「題材」について 

 

具体的な生活 

からの題材 

空想の世界 

からの題材 

など 

身近な生活などの題材 

ダイナミックで変化に富んだ多様な表現に

取り組みやすい題材 

１３ 



 

 

 
 

 

【「題材」ページの見方】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※次の時間につながる動きである。必ず取り上げる必要はない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１４ 

「動きの貯金箱」に書き貯める時の 

言葉を例示している。 

 

その時間で経験させたい動きを例示している。 

「動きの貯金箱」に貼るカード 

動 き の 工 夫：黄色 

リズムの工夫：青 

空 間 の 工 夫：緑 

かかわりの工夫：赤 

 

イメージやシチュエーション 

経験させたい動きを引き

出すためのイメージやシ

チュエーション。 

 

経験させたい動きを引き出しやすいイメージを例示している。 

部会で想定した 

子供の動き。 

その時間で、もしも子供がその

動きをしていたら取り上げたい

動きを例示している。 

 

「題材」（小テーマ）ページの説明 

【みんなでやってみる場面で取り上げるイメージ】 

子供から経験させたい動きが出てこない場合には、直接「動き」

を提示して経験させる。 

 

引き出した動きを価

値付ける言葉かけ例

です。この価値付け

が「動きの貯金箱」

につながる。 

実際のスライド画面。 

 

活動中に教師が各グループ

を回って見付けた子供の動

きを称賛する言葉かけ例。 



 

 

 

 

【経験させたい動き】     【貯金箱に貯めたい言葉】 

〇特徴を捉えた動き 

 ・友達の動きと対応させる動き 

 

 

 

 

 
 
 

 ・様々な方向を意識した動き 

 

 

 

 

 

・質感の変わる動き 

 

 

 

 

 

 

 

※児童の踊りから出てきたら取り上げたい動き 

〇人数を生かした動き 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小テーマ 「家庭編」 （第２時） 

くっつく はなれる 

１５ 

ふっ飛ぶ 回る 転がる 

広がる ねじる 
後ろに 

反る 

急に 

スロー 

モーション 

くっつく 

のびる 

はげしく ゆれる 

ばらばらに 合わせて 



 

 

【みんなでやってみるの場面で取り上げる身近な生活】 

 

動きを引き出すための言葉 
扱う身近な生き物 

（動きが出てこないときの具体例） 
動きを価値付けたい子供の姿 

   

 オーバーに跳んだり回ったり 
やっつけたりするゲームの世界 

 

 

 オーバーにのびるのび～る納豆 

 

 

１６ 

動きを引き出す言葉かけ 

・洗濯物が濡れて重くなっ

たり、乾いて軽くなった

りしてきたね！ 

・勢いよく洗われている

ね！どんな感じかな？ 

もし動きが出てこないときは 

・両手を広げて体をねじってみ 

よう！ 

・洗濯物同士が絡まった！ 

・激しく洗われて転がってみよう！ 

 

価値付ける子供の姿 

・回ったり、止まったり、 

ねじったりしている。 

・速くしたり、遅くしたりし

て、スピードに変化を付けて

いる。 

 

動きを引き出す言葉かけ 

・目の前に大きな落とし穴

があるよ、どうやって跳

び越える？ 

・相手を攻撃！どうやった

らやっつけられる？ 
もし動きが出てこないときは 

・ブロックを跳び越えるよう

に大きく跳んでみよう！ 

・攻撃をくるっと回ってよけ

よう！ 

価値付ける子供の姿 

・大きく跳んだり、激しく回

ったりしている。 

・相手をやっつけるように速く

動いたり、逆に遅く動いたり

している。 

動きを引き出す言葉かけ 

・高速で100回混ぜたよ！ 

納豆はどんな感じ？ 

・どこまで伸びるかな？ 
もし動きが出てこないときは 

・全身を伸び縮みさせてみよ

う！ 

・超スローモーションからの 

 超高速！ 

価値付ける子供の姿 

・伸びる様子を体全体で表して 

いる。 

・ねばねばした様子をスローモ

ーションで表現している。 

オーバーに洗われる洗濯物 



 

 

【イメージスライド】 

予想される動き スライド 動きを価値付けるための言葉 

・体を回転させる。 

・素早く回転する。 

・友達と絡み合う。 

・濡れている感じで

やわらかく動く。 

・揺れる。 

 ・激しく回っているね！ 

・体をだんだんやわらかくして

濡れていっているんだね！ 

・友達とくっついたり離れたり

しているね！ 

・高く跳ぶ。 

・順番に跳ぶ。 

・回転する。 

・くぐる。 

・パンチやキックし

て戦う。 

 ・全身を使って跳んでいるね！ 

・タイミングをずらして跳んで

いるね！ 

・相手をよけたり倒したりして

いるね！ 

・ゆっくりパンチや速いキック

をくりひろげているね！ 

・体を伸ばす。 

・体をだんだん柔ら

かくする。 

・くねくね動く。 

・跳ねる。 

・手を繋いで広が

る。 

 ・全身を伸ばして、納豆がだん

だんネバネバしているね！ 

・友達と繋がってオーバーにの

びているね！ 

・大きく両手を広げ

る。 

・全身を使って上下

左右に動く。 

・体をねじりながら

回転する。 

 ・体を大きく広げてオーバーに

動いているね！ 

・上下左右に動いて激しい感じ

だね！ 

・水が激しく流れされている

ね！ 

・友達と一緒に回ったりバラバ

ラに動いたりしているね！ 

・姿勢を低くする。 

・きょろきょろす

る。 

・素早く場所を変え

る。 

・大きく反る。 

・チームに分かれ

る。 

・パンチやキック、

武器で戦う。 

 ・相手に見付からないように、

体を小さくしているね。 

・ササっと動いているね。 

・体を大きく反らせて、ダメー

ジを大きくくらっているね。 

・相手はどこにいるか、よーく

狙っているね。 

１７ 



 

 

・体をしならせる。 

・回る。 

・ジャンプする。 

・左右に動く。 

・倒れる。 

・跳ね起きる。 

 ・野菜が柔らかくなってきたん

だね。 

・大きなフライパンで炒められ

て、あっちこっちに行ってい

るね 

・他の野菜と絡まっているね。 

・引っ張る。 

・引っ張られる。 

・止める。 

・列になって動く。 

・腕を大きく広げ

る。 

・四方八方に動く。 

・前後に行ったり来

たりする。 

 ・大きなペットに引っ張られて

いるみたいに急に走ったり止

まったりしているね。 

・どんなに引っ張っても、動か

ないんだね！ 

・体育館のいろいろなところに

お散歩に行っていていいね。 

・大きなペットを全身で洗って

あげているね。 

・飛び込んでしゃが

む。 

・体を丸める。 

・体の動きがだんだ

ん大きくなる。 

・腕や足を広げる。 

・何度も飛び跳ね

る。 

 ・ジャンプしてお風呂に入れら

れる様子を表しているね！ 

・体を柔らかく動かして、だん

だん周りから溶けているね 

・小さくジャンプして、炭酸の

入浴剤だね！ 

・みんなで繋がって、あちこち

に漂っていていいね。 

・両腕を一緒に動か

す。 

・友達と動きを合わ

せる。 

・小さく丸まる。 

・上下左右を向いた

り、動いたりす

る。 

・体を伸ばす。 

 ・大きな歯ブラシで、左右に大

きくこすっているね。 

・体を細めて、隙間まで磨いて

いるね。 

・虫歯菌に見つからないように

小さくなって隠れているんだ

ね。 

・上の歯も磨いているんだね。 

 

 

 

 

 

 
イメージスライド 

PowerPoint 

１８ 



 

 

 

 

【経験させたい動き】      【貯金箱に貯めたい言葉】 

 

〇特徴を捉えた動き 

 ・友達の動きと対応させる動き 

 

 

 

 

 ・様々な方向を意識した動き 

 

 

 

 

 

 

・質感を変えていく動き 

  

 

 

 

 

※児童の踊りから出てきたら取り上げたい動き 

〇人数を生かした動き 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小テーマ 「学校編」 （第３時） 

反る 抱える 

あちこちへ 

かたく 
ぐにゃ 

ぐにゃ 
止まる 

低く 高く 

バラバラ 
みんな 

いっしょに 

２つに 

分かれて 
交ごに 

ゆっくり 

くり返す 

ひきずる 

１９ 

投げる 



 

 

【みんなでやってみるの場面で取り上げる身近な生活】 

 

 

動きを引き出すための言葉 
扱う具体的な生活の題材 

（動きが出てこないときの具体例） 
動きを価値付けたい子供の姿 

 ドッジボール 

 

 

 掃除 

 

 

 

 

 

 

 粘土工作 

 

 

動きを引き出す言葉かけ 

・思いっきりボールを投げる

よ！どうやる！？ 

・強いボールが飛んできた！

どうする！？ 

・投げる！？投げない！？ 

やっぱり投げる！ もし動きが出てこないときは 

・ボールに当たって吹っ飛んだ 

・頭の後ろまで腕を引いて、 

一気に振りかぶろう！ 

価値付ける子供の姿 

・腕を大きく振りかぶってい

る。 

・友達の動きと対応させてい

る。 

（投げるーキャッチする、 

よける、投げ返す等） 

 

もし動きが出てこないときは 

・みんなで埃を集めてみよう！ 

・重たい机も運んでみよう！ 

・あっちにも拭き残しがある！ 

価値付ける子供の姿 

・重たい質感を出している。 

・空間を広く使い、あちこちに動

いている。 

・上の方向へ目を向けている。 

価値付ける子供の姿 

・腕や脚など、体を様々な方向に曲

げている。 

・硬い動きから柔らかい動きに変化

させている。 

・ねじる、ひねる動きを取り入れ、

体を様々な方向へ動かしている。 

もし動きが出てこないときは 

・いろんな方向に体を曲げてみよう。 

・友達と違う方向に動いてみよう。 

動きを引き出す言葉かけ 

・広い教室を掃除しよう！ 

どうやる！？ 

・この机、すっごく重い！ 

どう運ぶ！？ 

・上の方に埃が！どうやって

きれいにする！？ 

動きを引き出す言葉かけ 

・かたい粘土をこねて柔ら

かくしていこう。 

・いろんな方向に伸ばして

みよう！ 

・ヘンテコな形になっちゃ

うよ！どんな形！？ 
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【イメージスライド】 

予想される動き スライド 動きを価値付けるための言葉 

・腕を振る。 

・両腕で抱える。 

・振りかぶる。 

・ふっとぶ。 

・体を低くする。 

・ジャンプする。 

・体を反らせる。 

・友達と向き合う。 

 ・力強くボールを投げている

ね！ 

・ぎりぎりまで体を反らせて

いるね！ 

・おなかが地面につくくら

い、低くなっているね！ 

・友達の動きと合わせられて

いるね！ 

・両腕を一緒に振る。 

・持ち上げる。 

・四つ這いで進む。 

・一列になって進む。 

・素早く動く。 

・重いものを引きずる。 

 ・いろんなところに行って、

ほこりを集めているね！ 

・重たい机も友達と持ち上げ

ているね。 

・みんなで一列になって進ん

でいるね。 

・ひきずるくらい重いものを

運んでいるね。 

・両手を前に伸ばす。 

・両腕を交互に回す。 

・顔を左右に振る。 

・跳ぶ。 

・顔をそむける。 

・ゆっくり動く。 

・友達と競争する。 

 ・大きく腕を回して、泳いで

いるね。 

・ゆっくり動いて、指先まで

意識しているね。 

・友達と向き合って、水をか

けあっているね。 

・友達と競争して、前に行っ

たり後ろに行ったりしてい

るね。 

・腕を回す。 

・頭を抱える。 

・ぐにゃぐにゃ回る。 

・めくる。 

・止まる。 

・見回す。 

・ゆっくり動く 

 ・周りの友達のことを見回し

ているね。 

・頭を抱えて、悩んでいる

ね！ 

・いきなり止まって、ひらめ

いた！ 

・スローモーションでページ

をめくっているね。 
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・すくう。 

・友達に渡す。 

・運ぶ。 

・よろける。 

・列になる。 

・素早く動く。 

・ゆっくり動く。 

 ・素早く動いているね。 

・何度もすくっているね。 

・よろよろしながら運んでい

るね。 

・ 左 右 に よ ろ よ ろ 動 い て い る

ね。 

・そーっと、注いでいるね。 

・腰を落とす。 

・力をこめる。 

・腕を振り上げる。 

・頭を振る。 

・回る。 

・友達と動きを合わせ

る。 

・ゆっくり動く。 

 

 ・腰を低くして、力をこめて

いるね。 

・両腕を一緒に動かしている

ね。 

・回って激しく書いている

ね。 

・頭まで振っているね。 

・友達と一緒に動けている

ね。 

・こねる。 

・柔らかく動く。 

・腕を伸ばす。 

・全身を伸ばす。 

・腕をぐねぐねする。 

・体をかがめる。 

・ポーズで止まる。 

・友達と反対方向へ動く。 

 ・カチカチの動きからふにゃ

ふにゃの動きに変わった

ね。 

・腕や脚をいろんな方向に伸

ばしているね。 

・限界まで縮こまっているね。 

・友達といろんな方向に移動

しているね。 

・腕を振り下ろす。 

・頭を振る。 

・ジャンプする。 

・だんだん縮む。 

・友達と一緒に動く。 

・少しずつ立ち上がる。 

 ・大きく腕を振り落としてい

るね。 

・友達と一緒に腕を振り落と

しているね。 

・ちょっとずつ縮んで、高さ

を変えているね。 

・友達に作り上げてもらった

んだね！ 

 

 

 

  
イメージスライド 

PowerPoint 
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【経験させたい動き】      【貯金箱に貯めたい言葉】 

〇特徴を捉えた動き 

 ・友達の動きと対応させる動き 

 

 

 

 

 ・様々な方向を意識した動き 

 

 

 

 

 

・質感を変えていく動き 

  

 

 

 

 

〇人数を生かした動き 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小テーマ 「休日編」 （第４時） 

打つ 投げる とる 

左右に 

ふわふわ 急に動く 
急に 

止まる 

低く 高く 

はなれる 集まる いっしょに 交ごに 

ゆっくり 

立つ 

すべる 
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【みんなでやってみるの場面で取り上げる身近な生活】 

 

 

 

 

 

 

 

 

動きを引き出すための言葉 
扱う具体的な生活の題材 

（動きが出てこないときの具体例） 
動きを価値付けたい子供の姿 

 

 

ジェットコースター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 サッカー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

動きを引き出す言葉かけ 

 

・急上昇だ！どうやる？ 

・真っすぐ進んでいたら急に

下にいったよ！ 

どうする！？ 

・目が回るくらいに回ってみ

よう！ 

もし動きが出てこないときは 

・頭の高さを変えながら、動い

てみよう。 

・動きを速くしたり、遅くした

りしてみよう。 

 

 

価値付ける子供の姿 

・空間を広く使って踊っている。 

・動きの速さに急な変化を付けて

いる。 

もし動きが出てこないときは 

・思い切り脚を蹴り上げてみよ

う！ 

・相手をかわすにはどんな動き

ができそうかな。 

価値付ける子供の姿 

・上半身をねじりながら、 

思い切り脚を蹴り上げている。 

・左右に動きながら、相手を揺さ

ぶる動きをしている。 

動きを引き出す言葉かけ 

 

・ゴールキーパーに止められ

ないようなシュートをして

みよう！ 

・ものすごく速い球を蹴って

みよう！ 
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【イメージスライド】 

予想される動き スライド 動きを価値付けるための言葉 

・蹴り上げる。 

・手足を広げる。 

・スローになる。 

・ジャンプする。 

・友達の動きに合わせ

る。 

 
・足を大きく動かして思い切

りボールを蹴っているね！ 

・シュートの瞬間を目立たせ

ているね！ 

・友達の動きに合わせて動い

ているね！ 

・スローから急スピー 

ドに変える。 

・回る。 

・列になる。 

・向きを変えて進む。 

・友達の動きに合わせ

る。 

 
・スピードを変えているね！ 

・おへその向きが色々変わっ

ているね！ 

・急に方向を変えているね！ 

・友達の動きに合わせて動い

ているね！ 

・大きく振りかぶる。 

・腕を振って投げる。 

・腕を振ってスイング

する。 

・ボールを捕って投げ

る。 

・ジャンプして捕る。 

・滑り込んで捕る。 

・友達の動きに合わせ

る。 

 ・力強くボールを投げている

ね！ 

・全身を使ってスイングでき

ているね！ 

・仲間の打った方向に合わせ

て動いているね。 

・友達の動きに合わせて動い

ているね！ 

・体を左右に動かす。 

・急に体を止めたり、

進めたりする。 

・左右に方向を変えな

がら、進んでいる。 

・列になる。 

・揺れる。 

・友達の動きに合わせ

て速く動いたり遅く

動いたりする。 

 ・ハンドルを動かすだけでな

く、体も一緒に動かしてい

るね。 

・急な動きの変化をつけてい

るね。 

・ガタガタしている道を通っ

ているみたいだね！ 

・友達の動きに合わせて、動

きを変えているね。 
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・腕を回す。 

・ 腕 を 上 に 振 り 上 げ

る。 

・ 大 き く ジ ャ ン プ す

る。 

・左右に体を振る。 

・友達と腕をバタバタ

させる。 

・よける。 

・隠れる。 

 ・大きく腕を回したり、振り

上げたりしているね。 

・友達と向かい合って、水を

掛け合っているね。 

・相手の動きに合わせて、水

を避けているんだね。 

・体を小さくして隠れている

ね！ 

・チームで対決しているみた 

いだね！ 

・飛び跳ねる。 

・両手を広げる。 

・体を段々上に伸ばし

ていく。 

・高さを変えて、ジャ

ンプする。 

・バラバラに動く。 

・友達と揃える。 

 ・飛び跳ねながら、花火が上

がっているんだね。 

・小さな動きや大きな動きを

使い分けているね。 

・友達と高さを変えて動いて

いるね。 

・動きをわざとずらしている

ね。 

・友達と動きを揃えているね 

・上下左右に動く。 

・回転しながら動く。 

・姿勢を低くしたり高

くしたりする。 

・速さを変えて泳ぐ 

・体をねじる。 

・群れになって泳ぐ。 

 ・空間を使って色々な方向に

動いているね。 

・回転しながら色々な泳ぎ方

をしているね。 

・速さを変化させながら、泳

いでいるね。 

・ゆっくり動く。 

・急にジャンプする。 

・軽やかに動く。 

・友達とぶつかる。 

・ し ゃ が ん で か ら 動

く。 

・バラバラに広がる。 

 ・ふわふわ軽そうに飛んでい

るね。 

・ゆっくりな動きから急には

じけたね。 

・友達の動きに合わせて、進

む方向を変えたね。 
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イメージスライド 
PowerPoint 



 

 

 

 

【本時の重点目標】 
（学びに向かう力，人間性等）互いの動きや考えのよさを認め合うことができるようにする。 

【本時の展開】 

時間 〇学習内容・活動 ♪音楽 ・指導上の留意点 ☆評価 

１ 

１ 学習活動の確認 
〇今日の学習活動を全体で確認する。 

 

５ 

２ 心と体をほぐす 
〇音楽に合わせて心と体をほぐす。 
・スキップ＆ストップ（ハイタッチ） 
・窓拭き  ・ミラーマン ・リズムダンス 
♪「リビング・イン・カラー」TokyoDisneyResort 
♪「絶叫フロア」DisneyPIXAR「MONSTERS INC,」 
♪「モンスターズ・インク」 

DisneyPIXAR「MONSTERS INC,」 
♪「Disney Mix曲」Disney 

・体を大きく使ったり、友達の動きに合わせたり
する活動を取り入れ、心と体を解放できるよう
にする。 

３４ 

３ ひと流れの動きにして踊る 
〇これまでに踊った小テーマの中から題材を選

び、即興的に踊る。 
・「見通しをもつ」「踊ってみる」「振り返る」

を繰り返し、学びのサイクルを子供自ら回して
いく。（使用する曲の長さは変わるが、活動は
活用の時間と同じ。） 

 
・１つか複数の題材を選び、その題材のイメージ

や表したい感じ、取り入れたい工夫などをグル
ープで共有する。 
【題材例】  
（例１）ジェットコースター 
（例２）シャボン玉→歯磨き 
  
 
 
 
 
 

 
 
 

・どんな工夫を取り入れて表したか、楽しかった
ことは何かを共有し、踊りを振り返る。 

 
・必要に応じて他グループに飛び込み、そのグル

ープの見通しを聞いて踊る。振り返りは自分た
ちのグループだけで行う。 

 
♪「爽やかな朝」ヴァリアス・アーティスト 

見通し＋振り返り １分30秒 
♪「Over Life」ヴァリアス・アーティスト 

踊ってみる １分 
 

・全身で踊ること、表したい感じやイメージを動きにして踊るこ

とを土台に、「見通しをもつ→踊ってみる→踊りを振り返る」

という学びのサイクルを回しながらオーバーな１日を表現でき

るようにする。 

 

・「動きの貯金箱」をグループごとに掲示し、「動きの貯金箱」

を見てイメージに合った動きを取り入れたり、どんな工夫を取

り入れたか確かめたりできるようにする。 

 

・どのような工夫を取り入れて表現したいかを問いかける。 

 

・第５時の「ひと流れの動きにして踊る」の後半で他グループに

飛び込んで一緒に踊る活動を必要に応じて取り入れられること

を伝え、相手の動きや考えのよさを見付けられるようにする。 

 

・「自分では気付けなかった楽しさ（変化の付け方、友達とのか

かわり方など）を見付けられたかどうか」「見付けたことを自

分の踊りに生かしたいかどうか」を必要に応じて問いかけるこ

とで、友達の動きや考えのよさを認めたり、学習課題を見付け

たり、解決したりできるよう促す。 

 

・友達の動きや考えのよさに気付けるよう、初めて経験した動き

や変化の付け方があったかを問いかけ、自分の踊りにも取り入

れることができそうか一緒に考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆互いの動きや考えのよさを認め合おうとしている。（観察） 

本時の目標と展開③（６／６時間） 

表現運動をもっと楽しもう！ 

自分では気付けなかった楽しさを

見付けられたかな？ 

見通しをもつ 

踊ってみる 

踊りを振り返る 

どんな動きが楽しかったかな？ 
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３５ 

５ クーリングダウンをする 
♪「君は友達（ｵﾙｺﾞｰﾙversion）」 

DisneyPIXAR「TOY STORY,」 

・本時の学習を振り返りながら、心と体を落ち着 
かせられるようにする。 

４５ 

６ 学習の振り返りをする 
〇本時の振り返りをする。 
・今日一番大切だと思ったことを振り返る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〇単元全体の振り返りをする。 
・「ゴール」を書く。 
 
・「スタート」と「ゴール」を比べて、変わった

ことを書く。 
 
 

 
・今日の学習で一番大切だと思ったことを振り返

るよう伝え、「表現運動を楽しむために大切な
こと」を考えられるようにする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・第１時からの振り返りを読み、単元を終えての

「表現運動を楽しむために大切なこと」を考え
られるようにする。 

 
・単元の学習前と学習後を比較し、学びの変容に

気付けるようにする。 
 
・成長を実感した記述を取り上げる。 
 

 
 
 
 
 
 
 

学習を通しての変化が、 

みんなの成長なんだね！ 
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「心と体を解放し、表現運動系の楽しさや喜びを味わうこと」「表現運動系の学習を楽しむために最低

限必要な知識及び技能を身に付けること」の２つが保証されることで自ら学び続けることができる。「最

低限必要な知識及び技能」を表現運動系の学習を楽しむための行い方とし、「全身で踊ること」「表した

い感じやイメージを動きにすること」と捉えている。それが学びのサイクルを回すための土台になる。 

探究場面では、踊りに変化をつけたり、自分たちのイメージにより合った工夫を取り入れることでメリ

ハリをつけて踊ったりできるようにしたい。そのために、他グループに飛び込んで一緒に踊る活動を取り

入れた。それにより、自分の見付けられなかった変化の付け方を見付けられたり、それを取り入れたりす

ることで自らの学びを深めることにつなげることができる。 

 

【探究場面で出てくる学習課題の例】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

【「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本時における児童の探求の姿について 

２９ 

（Aグループ） 
ジェットコースターは、だんだん
スピードを出したり、スローモー
ションでカーブしたりするよ。し
ゃがんで高低差もだそう！ 

（飛び込んだBグループ） 
なるほど！わかった！まねしてみるね！ （飛び込んだBグループ） 

初めてスローモーションの
後にスピードを速くした
ね。すごく楽しかった！ 

（飛び込んだBグループ） 
Aがやっていた高低差をつ
けるのは、この題材でもや
ってみたいな。 

（Aグループ）Bグループと
一緒で楽しかったね。 

イメージに合った 

動きの工夫を   

入れたい。 

他グループと踊って

新しい工夫を   

見付けたい。 

変化をつけて    

表したい感じや   

イメージを     

強調したい。 
 

見付けた工夫を 

取り入れて   

自分の踊りを   

よりよくしたい。 



 

 

 

 

活動場面によって、「全体に広がって踊る」「場所を決めてグループで踊る」などと設定する。体育館

（活動場所）が広い場合は、教師がちょうどよい広さに制限するとよい。 

【心と体をほぐす】 

・体育館全体を広く使って行う。 

・1人→ペア→グループと関わる人数を増やしていく。 

流れの例 場の使い方のポイント 

１ スキップ＆ストップ 児童が体育館全体に広がれるように、人のいないところを見付けさせる。 

２ 窓ふき 
ペアで大きく踊れるよう、他のペアとぶつからないように広がらせる。 

３ ミラーマン 

４ リズムダンス 体育館の中心で輪になり、曲に合わせて踊ったり、リーダーの子の真似をし

て踊ったりする。 

【みんなでやってみる】（習得） 
（イメージバスケット➡みんなで踊ってみる➡動きの貯金箱）  

イメージバスケット 

・全体を集合させて行う。 

 

 

 

 

 

みんなで踊ってみる        動きの貯金箱 

・体育館全体を広く使って行う。       ・全体を集合させ、掲示物に注目できるようにする。 

・一人一人が距離をとって、 

広く場を使うことができるようにする。 

 

 

 

 

活動の場や人数について 

・児童の言葉でイメージを広げたものを書きためる。 

・イメージと動きがつながるように書くと、児童が踊

る時にどのように踊ればよいかのヒントになる。 

・イメージバスケットで、児童から引き出したイ
メージを使う。 

・価値付けたい動きが出るようにいろいろな変化
のある言葉かけをする。 

・周りの児童に広めたい動きをしている児童がい
た時には、リズム太鼓を鳴らし、「○○さんを
見て！」と周りの児童が手本となる児童に注目
できるようにする。 

・児童が実際に行った動きを問いかける。 
・イメージバスケットで出てきたオノマトペについ

て、「どんな動きでやってみた？」と問いかけ、イ
メージと動きをつないで理解できるようにする。 

＜例＞ 
ねばねばの納豆→いろいろな方向に腕や足を伸ばす。 

 

 

「オーバーな１日 〇〇編」 

ねばねば  かきまぜる  のびる 
ぐるぐる   からまる   だんだんまとまる 
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【イメージスライド ～「ひと流れの動きにして踊る」（活用）～】 

・ペア、もしくは３～５人のグループで取り組む。６人以上は動かない人が出てくる可能性あり。 

・グループごとに体育館を区切って、場を使う。 

    

 

 

 

 

 

 

 

【ひと流れの動きにして踊る（探究）】 
・第２時～第４時と同じグループ、同じ場所で行う。 

・これまでに踊った小テーマの中から題材を選び、即興的に踊る。 

・他グループに飛び込んで踊るグループがいた場合、安全面を考慮し、踊る場を教師が移動させること

もでてくる。CがBと踊ろうと移動した際、教師はAにCの場に移動するよう声をかけると、全グループ

がぶつからずに踊れる。場を移動したとしても同じ活動ができるので問題ない。 

 

自分のグループの場で踊る時           他グループに飛び込んで踊る時 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３１ 

A 

B 

Ｃ 

D 

E 

F 

A 

B 

Ｃ 

D 

E 

F 
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ＣがＢと踊りたい場合、ＡをＣの場

所へ移動させ、ＢとＣで広く場所を

使えるように配慮する。 



 

 

 
 

活動場面に合った音楽を選ぶことで、効果的に活動を進めることができる。参考の楽曲を以下に載せて

いる。 

 

【心と体をほぐす】 
・気持ちが弾むような楽曲。 

・BPM１２０～１３０程度のもの。 

 ・教師の指示と重ならない、歌詞が無い楽曲。もしくは、英語歌詞のもの。 

 

曲リスト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

【みんなでやってみる（習得）】 

・それぞれの題材のイメージの手助けになるもの。 

・教師の指示と重ならない、歌詞なしの楽曲。 

・「ひと流れの動きにして踊る」時の楽曲で踊ると、 

「ひと流れの動きにして踊る」の活動時に曲調や曲の長さが分かりやすくなる。 

  

  ♪「Over Life」ヴァリアス・アーティスト 

 

 

 

 

活動中の音楽について 

♪ The Royal Concept — On Our Way 

♪ GReeeeN — 「あいうえおんがく」 

♪ Panic！At The Disco – High Hopes 

♪ The Kid LAROI, Justin Bieber - STAY 

♪ Avicii - The Nights 

♪ Justin Bieber - Beauty And A Beat  ft. Nicki Minaj 

♪ One Direction - Best Song Ever 

♪ One Direction - What Makes You Beautiful  

♪ Smash Mouth - I'm a Believer 

♪ BTS – Permission to Dance 

♪「リビング・イン・カラー」TokyoDisneyResort 

♪「絶叫フロア」DisneyPIXAR「MONSTERS INC,」 

♪「モンスターズ・インク」DisneyPIXAR「MONSTERS INC,」 
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【第２時～４時「ひと流れの動きにして踊る」（活用）】 
 

・「見通しをもつ」と「踊りを振り返る」で50秒～１分程度、「踊ってみる」40秒程度。 

・「踊ってみる」曲はオーバーな１日を表すような元気で楽しい雰囲気の楽曲。 

・振り返りから見通しまで１曲を使い、子供の必要感によって時間配分を自由に設定できるようにする。 

・踊る前にカウントダウンを入れると「はじめのポーズ」を取って踊るタイミングが分かりやすくなる。 

 

 

１回目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２回目以降（繰り返し） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カウントダウン10秒 
「見通しをもつ」の曲 

見通しをもつ 

30秒程度 

 

♪「爽やかな朝」 

ヴァリアス・アーティスト 

                       

「踊ってみる」の曲 

40秒程度 

 

♪「Over life」 

ヴァリアス・アーティスト 

 

カウントダウン10秒 

「踊りを振り返る」→「見通しをもつ」の曲 

振り返り＋見通しをもつ 

50秒～１分程度 

 

♪「爽やかな朝」 

ヴァリアス・アーティスト 

                       

「踊ってみる」の曲 

40秒程度 

 

♪「Over life」 

ヴァリアス・アーティスト 
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【第５時～６時「ひと流れの動きにして踊る」（探究）】 
 

・「見通しをもつ」と「踊りを振り返る」で１分30秒程度、「踊ってみる」１分程度。 

・表現を楽しむために必要な知識・技能を第４時までに身に着けていることから、長く踊ったり、題材を

複数選んで踊ったりすることで、「オーバーな１日」をより楽しむことができる。 

・その他は第２～４時の活用場面と同じ。 

 

 

１回目 

 

 

 

 

 

 

 

２回目以降（繰り返し） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【クーリングダウン】 

・気持ちが落ち着く静かな曲。 

・歌詞がない曲にすることで、教師が本時のねらいにそった言葉をかけることができる。 

♪「君は友達（オルゴールversion）」DisneyPIXAR「TOY STORY」 
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カウントダウン10秒 
「見通しをもつ」の曲 

見通しをもつ 

50秒程度 

 

♪「爽やかな朝」 

ヴァリアス・アーティスト 

                       

「踊ってみる」の曲 

1分程度 

 

♪「Over life」 

ヴァリアス・アーティスト 

 

カウントダウン10秒 
「見通しをもつ」の曲 

見通しをもつ 

1分30秒程度 

 

♪「爽やかな朝」 

ヴァリアス・アーティスト 

                       

「踊ってみる」の曲 

１分程度 

 

♪「Over life」 

ヴァリアス・アーティスト 

 



 

 

 

 

【教具①】タブレットを活用したイメージスライド 

スライド１枚に１つのイメージをイラストとともに載せたもの。子供が

イメージしやすく、動きに表しやすいものを選んで作成した。 

何が出てくるか分からないので、楽しみながら即興的に踊ることができ

る。印刷の必要もないため、教師の教材準備の負担も軽減できる。 

 

【教具②】探究場面でのボード 

探究場面では、これまでに踊った小テーマの中から題

材を複数選び、即興的に踊る。その際、３つの小テーマ

のスライドが全て並んでいるようにして、そこから踊り

たい題材を選べるようにした。全部で25の題材があるた

め、タブレット上だと見づらく、ホワイトボードシート

と磁石を用いて作成した。 

空いているスペースには、これまでに貯めた動きの貯

金箱を印刷して貼っておくと、見通しや振り返りの場面

で活用できる。 

 

【掲示物①】よい動きを書きためた掲示物「動きの貯金箱」の活用 

動きの工夫が見て分かる掲示物「動きの貯金箱」を作成する。子供たちが見付けたよい動きや工夫のポ

イントを毎時間書きためていくことで、できたことの実感や次の見通しをもつことへの手助けになるよう

にした。「動きの貯金箱」を見て、「〇〇な感じが表せたな。」と自己評価したり、「次は～なイメージ

を表したいな。」と次の学習課題を見いだしたりすることにも活用できると考えた。  

 

 

 

 

 

 

 

 

【掲示物②】学びのサイクルを示す 

第２時の「ひと流れの動きにして踊る（活用）」時間に「学び

のサイクルの回し方」を伝える。第２時以降はこのサイクルを掲

示し、意識して取り組むことができるようにする。 

教具・掲示物について 

「動きの貯金箱」に入る言葉は、「みんなでや

ってみる（習得）」場面で子供たちから出た言

葉を使って作成する。 

動きをよりよくするための工夫の視点として、

「動き」「リズム」「空間」「関わり」の４つ

を取り上げ、色分けして貼っていく。 
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ICTの活用について、発達段階ごとの活用場面に応じたメリット・デメリットを整理した。ICTを活用

する際には、子供にとって効果的かどうかを検討することが必要である。 

学年ごとのICTの活用方法「☆メリット △デメリット」 

 低学年 中学年 高学年 

運

動

の

行

い

方 

〇見本動画の活用 

フォークダンス等の見本動画として、踊る際に見せる。 

 

☆授業時間外でも踊りを見ることができる。 

△心と体を解放することより、上手に踊ることに意識が向いてしまう。 

 

〇題材の画像や動画の紹介 

題材の特徴を捉えるために画像や動画を見せ、児童のイメー

ジを広げることができる。 

 

☆児童がイメージをしやすい。 

☆具体的な動きのイメージを共有できる。 

△自分のイメージよりも画像や動画の動きを再現することに意

識が高まる。 

△低学年だと動物の模倣になってしまう。 

 

 

即

興

的

に

踊

る 

〇生き物ルーレット 

生き物の画像がランダムに出てくるルーレットを作成し、タ

ブレットにデータを入れ、出てきた生き物で即興的に踊る。 

 

☆楽しみながら取り組む題材を決めることができる。 

△学級の実態によっては、ルーレット自体が楽しくなりすぎて 

 しまう。 

△経験させたい動きの組み合わせが出ないこともある。 

 

 

〇イメージスライド 

イメージをスライドにしてタブレットにデータを入れてお

く。児童が操作するとイメージが提示されるように設定する。

何が出てくるか分からないので、楽しみながら活動に取り組む

ことができる。 

 

☆題材の特徴を捉え、即興的に踊ることができる。 

△見通しをもつ時間が限られている。 

 

 

ICTの活用について 
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 低学年 中学年 高学年 

学

び

合

い 

〇教師が撮影した動画の共有 

定点カメラを設置してお

く。児童のよい動きを取り出

し、次時の始めに紹介する時

などに活用する。 

 ☆そのとき（一瞬）の動き

を記録できる。 

△１時間の中からその動き

を抽出する時間を要す

る。 

〇動画撮影 

教師から提示せず、児童が

必要感をもった際（自分の・

自分たちの踊りを見たい等）

に活用できるようにする。 

☆自分の動きを客観的に見る

ことができる。 

☆自己評価の根拠や次時の課

題設定に活用できる。 

△撮影に意識が向き、没入感 

が薄くなる。 

〇イメージボードでの活用 

ひとまとまりの動きで作

品づくりをする際、グルー

プのイメージを共有するた

めにホワイトボードアプリ

を活用する。 

☆作成したものを保存し、

共有することができる。 

△イメージを絵で描きこん

だり図を挿入したりする

ことがホワイトボードに

比べて難しい。 

課

題

把

握 

 〇デジタル振り返りシート 

自己評価する力を高めるために「一枚ポートフォリオ評

価」の形を取り入れた。学習課題の移り変わりが視覚的に把

握しやすく、入力時間も短縮できる。 

 ☆学習課題を見いだしやすい。 

☆学級の実態によっては、書くよりも短い時間で入力できる。 

☆紙の用意や印刷する時間を削減できる。 

△ネットワークの環境次第では、その場でとまってしまい、 

入力ができなくなる。 

自

己

の

成

長

の

実

感 

〇スターアニマル 

習得・活用の時間に取り組

んだ生き物から、自分のお気

に入りの生き物をデジタルマ

ップ上にためていく。探究の

場面で、踊りたい生き物を選

ぶ際に活用できる。 

☆個人のICT端末で、活動を 

振り返ることができる。 

☆低学年でも操作が簡単。 

 △スターアニマルの使い方を

指導するため、活動時間が

減る。または、授業時間外

で操作方法を教える必要が

ある。 

〇児童が行う動画撮影 

教師から提示するのではな

く、児童が必要感をもった際

（自分の踊りが見たい等）に

活用できるようにする。 

☆自分の動きをよりよくする

ために、表したい感じやイ

メージを表現することがで

きているか確認ができる。 

 ☆授業時間外でも振り返るこ

とができる。 

 △即興的に踊る活動場面が多

い中で、動画を撮影するこ

とに気を取られてしまい、

活動時間が減ったり、動き

が小さくなってしまったり

する。 

〇探究の場面における動画撮影 

子供が必要感をもった

際に活用できるようにす

る。 

☆課題発見や自己評価の根 

拠となる。 

 ☆自分たちがイメージした

表したい感じやイメージ

を強調することができて

いるか確認ができる。 

 △画角に収まることや立ち

位置などを気にしてしま

い、動きが小さくなる。 
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【一枚ポートフォリオ評価】 

子供が「自ら学び続ける力」を育てるためには、自己評価の質を高めることが重要だと考える。本

部会の学習カードは一枚ポートフォリオ評価の形を取り入れ、学びの履歴を振り返りやすくし、自己

の変容に気付きやすいように設定した。また、子供に「表現を楽しむために大切なことは何です

か。」と初めと終わりに同じ質問をすることで、単元終了後の学びの深まりが表れるようにしてい

る。 

   毎時間の振り返りでは「今日一番大切だと思ったことを書きましょう。」と発問することで、子供

がその時間に学んだことを振り返ったり、次時に向けての学習課題を見いだしたりすることができる

と考えた。さらに、子供の実態に合わせて、紙のカードに書くことやICTを活用して入力ができるよう

に、子供が自分に適した方法で振り返りができるようにした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習カードについて 

２～６時間目 
その日の授業で一番大切だと思ったこと 

単元終了後 
学習前と学習後の学びを比べて変わったこと 単元の中心発問 

単元の中心発問 
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